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 まずは「自律」についてです。自律で一番大切なことは、あいさつがしっかりとできるといことです。あいさつは

自分という人間を知ってもらうのと同時に他者とのより良い関係をつくる基本となるからです。また、ルールを考え

て、行動することも大切です。今、自分が何をしなければならいかをしっかりと考え、自制心を持って行動すること

は人として成長するために大切な力となります。 

 次に「自立」です。この自立は自分という人間を確立するという意味です。そのためには自分で決めて、行動する

こと。そして、決めたことはあきらめずにねばり強くがんばることが大切です。自分で決めてやりきることで、自分

に自信を持つことができ、強い心をもつことができるからです。 

 最後の「共生」は、様々な人の影響を受けて、より良い自分や社会をつくっていくために必要な力です。人は自分

だけで生きているのではありません。いろいろな人との関わりの中で生きているからこそ、様々な人の意見に耳を傾

け、考えることができる素敵な人になって欲しいと思っています。 

 さあ拓中生のみなさんには、この５つのことを少しでも意識して生活して欲しいと思います。これからの意識と行

動がみなさんの進路を切り拓くための大きな力となります。がんばれ拓中生！ 

早いもので学校祭も終わり、今年もあと２ヶ月とな

りました。３年生は進路実現に向けて、本格的に動き

出す時です。そして、１・２年生も次年度に向けての

基盤をつくる大事な時です。 

 このような時だからこそ、もう一度、拓中の学校教

育目標である「自律で自立と共生」ということについ

て考えて欲しいと思います。この目標はみなさんが社

会に出て、これからの人生を歩んでいく上で身につけ

なければならない大切な力です。ただし、この目標に

は様々な意味が含まれているので、少し具体的にがん

ばって欲しいことを書きたいと思います。 

上記掲示物は、教室や廊下にも多く掲示しています。学習や行事など、

全ての活動において意識して過ごしていきましょう。 



 

１学年 総合的な学習を終えて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「猿払村部活動のあり方に関する説明会」がありました！ 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

行事予定は学校ＨＰの「スクールカレンダー」で確認できます。  こちらから⇒ 
https://takushin-jhs.edumap.jp/ 

1 金 第２回Q-U検査 選挙管理委員会 16 土  

2 土  17 日 管内 PTA研究大会猿払大会・子育て研修会 

3 日 文化の日 18 月 ３年三者面談  

4 月 振替休日 19 火 ３年三者面談  

5 火 村研サークル 20 水  

6 水 北電出前授業（２年） 21 木 校内研究授業（１年生 英語） 

7 木 学力テスト（全学年） 22 金  

8 金 ブラッシング教室（１年） 23 土 勤労感謝の日 

9 土 猿払村児童生徒作品展 24 日  

10 日 猿払村児童生徒作品展 25 月 学納金（漁組） 

11 月 ３年三者面談  26 火 学納金（郵便局） 

12 火 ３年三者面談 南宗合同学習 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校日 27 水 第３回定期テスト 校内推薦委員会 常任委員会 学納金（農協・信金） 

13 水 ３年三者面談 生徒会役員選挙 選挙管理委員会 28 木  

14 木 職員会議 生徒会役員認証式 29 金  

15 金 ３年三者面談 30 土  

 

 １年 和野 梨結 

猿払は漁業だけじゃなく、林業もやっていることを初めて知りました。猿払では、とどまつ・白樺・みずならという木を育てて利用して

いるらしいです。みずならという木を初めて知りました。そして、ここで働いている人たちは、イトウが住める環境にしよう！という環境

目標に協力しているそうです。私がビックリしたことは、木があるおかげで、雨水がそのまま流れず、漁業に影響がないことでした。私た

ちの生活は自然にも守られているんだな、と思いました。 

 

 

１年 阿部 風奏 

色々なことを知れたり、ホタテを獲る時の事も自分にとって必要な経験となったりしました。僕は漁師として働いていきたいです。 

 

 

  令和６年１０月２３日（水）１８：００、北海道部活動の在り方検討支援アドバイザーである NPO 法人枝幸三笠山スポーツ

クラブ  理事長 井上 諭一 様をお招きして、猿払村が主催する「猿払村部活動の在り方に関する説明会」が開催されまし

た。保護者や地域の方々にも多く参加いただきました。猿払村教育委員会が中心となり、中学校の部活動の在り方について検

討する動きが活発になっています。 

 

 井上さんからは、昨今の少子化や中学校生徒のニーズの多様化、教員の働き方の現状から、部活動の継続が難しくなってい

る状況を説明していただきました。猿払村教育委員会からは 2025 年度に部活動地域移行推進協議会を設立し、25 年 8 月以降か

ら土日の部活動から、活動のあり方を動かしていく予定であると説明をいただきました。 

 

 部活動のあり方が今後変化していくことを感じることができた説明会となりました。この動きを村全体で活発化していくた

めに、子ども達の活動場所の確保など地域・家庭・学校で協力体制を構築して進めることが大切あることが明確になりまし

た。保護者の皆様にも、より一層強力いただく場面が出てくると思います。地域・家庭・学校の三者で子ども達の活動の機会

を模索して、より良いものを生み出していけるよう互いの信頼関係や協力体制を強化していけるよう、学校も考えていきたい

と思います。今後もこのお話は継続して検討されていきます。今後もよろしくお願い致します。 



令和６年度 学校祭の様子です 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 


